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国見電子株式会社

大津修子さん(21歳) (鼻山事沖12 爨隆さんの３女)

国見電子細は、東芝系の電子部品メーカーとして昭和44年創業以来早や18

年、現在327 名の社員が厚謨集積回路（ハイブリッドＩＣ）などを製造
しています。
破女は、集積回路基盤印刷を受け持ち、職場では、仕事もテキパキとし。

チャーミングで信望が厚く、とてもかわいがられています。
「大変やりがいのある職場で、まわりのみんなに助けられながら働くこと
の楽しさを感じています」という彼女。今後一珊の活躍が期待されます。



２０億6,100万円

昭和62年度一般会計予算

昭
和
六
十
二
年
度
の
町
予
算
が
、
去
る
三
月
十
三
日
、
町
議

会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
二
十
億
六
千
百
万
円
で
、
前
年
度

当
初
予
算
と
比
べ

る
と

、
三
億
七
千
百
万
円
の
減
、
率
に
し
て

一
五
・
三
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会

計
の
う
ち
、
公
共
下
水
道
会
計
に
つ

い
て

は

前
年
に
比
べ
る
と
四
干
四
百
十
七
万
円
の

滅
、
率
に
し
て
四
二
・

二
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
農
林
業
対

策
事
業

が

昭

和
六
十
一
年
度
で
終
了
し
、
県
支
出
金

が
な
く
な
っ
た
た
め

で

す
。歳

　
　
　
入

歳

人

の

．ｌ

．
．
．
・

四

り
．

を

占

め

る

地

方

交

付

脱

は

、

前

年

曵

１

朷

ｆ

算

と

回

額

の

一

‐‐

世

川

と

な

ｙ

て

い

ま

す
　

国

支

出

会

は

、

六

九

・

．
．
．
減

レ
‐‐

な

り

ま

し

た

が

、

こ

れ

は

、

県

北

中

学

校

改

築

完

成

に

よ

る

川

唯

負

担

公

の

減

に

よ

る

も

の

で

す

一

与

、

県

攴

出

兮

の

Ｉ
气
四

・

．
．
ｔ

の

川

は

、

水

……
…ａ

業

確

し

対

策

な

ど

と

、

駒

場

沢

一
人
ぷ
リ

ダ

ム

付

什

適

路

県

ｎ

担

分

が

Ｅ

Ｑ

Ｉ

因

と

い

え

ま

Ｆ

．

町

税

収

人

は

．

歳

人

総

瀬

の

Ｉ
．
Ｌ

・

じ

‰

を

占

め

、

前

躯

吹

町

叨

’ｒ

啄

と

比

べ

Ｅ

・

四

‰

の

増

と

な

り

ま

し

た

こ

れ

は

、

紿

り

所

司

・

囚

定

資

産

脱

の

仲

び

に

よ

る

む

の

で

す

．

自

主

財

源

は

三

四

・

九

％

歳

人

Ｆ

算

を

自

Ｌ

町

源

（

町

か

収

人

額

を

見

積

り

、

賦

課

徴

収

す

る

な

ど

、

自

Ｌ

的

に

確

似

で

き

る

収

人

ｙ

と
、
川

県
等

依
存
財

源
（
川

や
叫
な

ど
か

ら
七

め
ら
れ

た
釦
を
攵

吋
き

れ

た
り

。
町
当

て
・
り
れ
る
収
人

）

と
に

分
け

る
と

。
ｎ

Ｌ
叶

源
は

、
碼
成

費

で
前
り
暖

―
り
　

・
乢
‰
・咼
い

。
円
・

几

‥̈
と
な
　

て

い
ま

す

町税の内訳
固定資産税

45.0 %

2億5.675万円

町民税

40.5 %

2億3  ､ 073万 円

町たばこ消費税8.4 ％

電　気　税　4.3 %

税 の 負 担

固定資産税 個人町民税

一世帯 当り

80.512円

１人当り

16,671円

※昭和62年４月１日の世帯数および人口で、創りだ

したものです．



歳
　
　
　

出

今
年

の
歳
出

の
削
（
口
い
は

、
表
の

と
お
り

に
な

ご

ヽ
い
ま

す

。

構

成

費
の
商

い
も
の

か
ら

み
て
み

ま
す

と

、
教
育
賢

。
総

晧
賢

、
衛
山

費

、
Ｌ

木

費
と
な

り
、

四
費
日

で
貨

体

の
六
四

・
二
％

を
占

め
て

い
ま
す

前

年
度

肖
初
予

算
と
比

較
し
て

、

伸

び
率
の

高

い
も

の
は
、

十
木

費
か

一
フ
’一

・
五
％

、
こ

れ
は

。
前
午
度

県

北
中

学
校

建
設
の

た
め
投

資
的
経

費

で
あ

る
工

事
費
な

ど
か
要

望
額
の
ｉ

に
抑
え
ら
れ
た
た
め
の
川
で
、
次
い

で
蹴
会
費
か
。
特
別
職
の
報
酬
が
四

年
ぶ
り
に
引
き
Ｌ
げ
ら
れ
た
の
に
け

い
議
公

議
ａ

の
報
酬
に
も
波
及
１
ん

し
の
で
。
。
一
・
Ｌ
ｔ
の
川
と
な

Ｉ
て

ぃ
ま
す

滅
額
と
な
‥
た・
も
の
は
、
教
介
叩

が
県
北
中
学
校
世
設
費
か
な
ぐ
な

。

た
た
め
瓦
六
・
四
・
。
の
減
、
ま
た
。

商
Ｔ
費
む
阯
・
Ｌ
¨
。
の
減
と
な
り
ま

し
た費

目
ご
と
の
Ｌ
な
む
の
を
‥や
げ
ま

し
た

・ 浄化センター建設予定地

総　務　費

●国t:糾食小ｔ

卜 交晒安貨対策巾業

●選唯齢　以議会議八選卒費

町議会議い避丿費

農業委川せ挙費

●広報くにみ発行費

●部落集会所改築費補助金

1｡3 : ﾚ円

537町円

192が円

3,6町川

H7 万川

183 片円

120万川

民　生　 費

●保育事業

●児童手当交付金

●重度心身 障害者医療費扶助

●長寿を睨う事業（敬老会、敬 老睨金など）

卜 老人クラブ活動助成愈

6.934 万円

2.4 万円

658 万円

338 万lll

101 万Ill

土　木　費

●町道整備賢

●公典ド水道特別会計繰出金

･･道路橋梁維持管理費

●河川整備費

１ 億2,397 万F11

5 , 万川

4.6 万円

2.  ①万円



教　 育　 費

●学皎保健対策

卜 義務教育施設の整伽

(県北中学皎皎峨整備工事外)

●哇会体育の活動推進

●幼稚園教育

卜 公民館活動

4 , 9万円

4.572万円

4.424万円

517 び円

328万円

公　債　費

･･町吮元利償原金 2 億 2.9  %万円

農林水産業費

卜 林１ の雛倫事１

●衵11農業確立対策事楽

卜 伊遠地城営農用地吹道整備事業

S･松くぃ虫防除対策

2｡233万川

2.201万円

596万川

286万円

衛　生　費

●公立藤田総合病院負担金

●老人保健特別会計繰出金

●一般住民総合検診

ド 各種ガン検診、予防接種

１ 億7,725 万円

2. 図 5万円

1､220 万円

953 万円

商　工　費

･･中小企業関係隕宅金

●町商Ｔ.会運賞助成

●労働者金融対策隕託血

700万円

400万円

255万円

消　防　費

卜 伊潼地方消防組合負担金

●消防 車の史新・装備拡充

●防火水槽の補修・消火栓の点検整伽

7 。161万円

4 万円

216 万円

そ の 他 の 特 別 会 計

会 計 名 本年度額 前年度額 比　 較

【1民健康保険 ｢  6 2. 0万円 億 2  网万円 800万円

老 人 傑 険 4 3.093万川 4 億 2. 万円 487万円

公共下 水道 6.050万円 1 億 467万円 △4  .4 貯万円

渇水対策施設 4 .408万円 4.539万円 △　131万円

貝田簡易水道 1.061万円 L202万円 △　141万円

入山財 産区 730万円 341万円 389万円

育　　　 英 621万円 桐2万円 △　21 万円

藤田 財 産区 281万円 40万円 241万円

大木戸財産区 39万円 52万円 △　13 万円

水　道　事　業　会　計

抖　　目 本 年 度 師 前￥ 度 額 比　 較

収益的

収人 洋 3.994万円 1 他 4.07万円 △80 万円

支出 一 億 893万円 】 億 1 . 2 万円 △315 万円

資本的

収入 o円 o円 o円

支出 710万円 517万円 193万円

資本的収入額が資本的支出に対して不足する額710万円は

遇年度分損益勘定留保資金で櫨てん



ふるさとの文化財

3

7
村落の地名

徳江と佐野

菊池　利雄

中世における紿江・佐野郷分布図

徳
江
村
は
、
半
田
山
系
に
源
を
発

す
る
、
滝
川
の
分
派
川
で
あ
る
玉
川

と
普
藏
川
が
阿
武
隈
川
に
落
合
う
、

西
根
台
地
の
末
端
部
か
ら
氾
濫
原
に

か
け
て
の
地
域
に
位
置
す
る
村
落
で

あ
る
．

こ
の
地
城
は
、
北
側

を
流
れ
る
溜
川
や
、
前

記
の
諸
河
川
に
よ
り
て
、

台
地
面
か
深
く
浸
食
さ
・

れ
、
自
然
の
状
態
で
は

極
め
て
灌
漑
水
の
得
に

く
い
と
こ
ろ
で
あ
り
．

こ
の
地
の
農
地
開
発
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
の
は
、
古
代
の
律
令

政
府
に
よ

り
て
造
成
を

み
た
、
東
北
地
方
で
も

町
数
な
規
模
を
も
っ
徳

江
’
．
塚
野
目
の
条
里
水

田
を
う
る
お
し
て
い
た
、

玉

川

中

流

部

の

本

？

祠

顋

）
か

ら

堰

上

げ

ら

れ

た

、

中

江

堀

（

徳

江

堰

）

で

、

徳

江

の

地

名

の

お

こ

り

も

、

こ

の

江

堀

の

恩

恵

（

偲

）

に

よ

．
て

開

発

さ

れ

た

と

い

ｉ

意

味

か

ら

名

付

け

ら

れ

た

も

の

で

あ

ろ

う

．一
一`
″一一
一
一
一
一
ｆ

｝
　

中

世

末

期

の

天

文

七

年

（
一
吾

一
八
）

に

、

伊

遣

拉

宗

に

よ

っ

て

作

成

さ

れ

た

「

伊

達

段

餤

古

恨

」

に

よ

れ

ば

、

成

立

し

た

年

代

は

明

ら

か

で

な

い

か

徳

江

郷

か

ら

分

裂

し

た

と

み

ら

れ

る

佐

野

郷

か

あ

る

．

天

文

二

十

二

年

（

一

五

五

三

）

の
　

「

伊

達

睛

家

采

地

下

隅

録

」

に

よ

れ

ば

、

徳

江

｛
四
四
｛

郎
｝

と

佐

野

命
一
一
ｒ

と

の

間

を

流

れ

る

久

保

田

川

鼎

廿

南

岸

の

地

窪

田

は

佐

野

郷

と

さ

れ

て

お

り

．

籥

祓

川

（
｀

鵬

气

）
南

岸

の

伊

達

崎

郷

に

大

き

ぐ

張

り

出

し

た

前
？

、
ｒ
ｔ

舘
｛
ほ

醫

３

１

の

問
に
あ
る
土
屋
田
は
徳
江
郷
と
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
佐
野
郷
は
久
保
田
川

と
普
蔵
川
と
に
囲
ま
れ
た
佐
野
台
と

呼
ば
れ
る
狹

い
地
城
を
範
域
と
し
た

村
落
で
あ
り
、
佐
野
な
る
地
名
は
、

狭
（
さ
）
い
畍
を
掬
し
た
地
名
で
あ

ま
　熱
　い

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
豊
臣

秀
吉
の
奥
州
仕
既
に
よ
り
、
伊
達
政

宗
は
米
沢
城
よ
り
大
崎
岩
手
山
城
へ

移
封
さ
れ
、
伊
遼
邵
は
蒲
生
氏
郷
餌

と
な

り
な
．

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
大
閣

検
地
の
紡
果
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ

た
「
蒲
生
餌
高
目
録
」
に
は
佐
野
村

の
記
敍
は
な
く
、
こ
の
段
階
で
徳
江

村
に
吸
収
合
併
を
み
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
．一
り
り
き
’

こ
の
よ
う
に
徳
江
は
、
開
発
地
名
．

佐
野
は
地
形
地
名
で
あ
り
、
史
料
な

ど
か
残
さ
れ
て
な
い
地
域
の
歴
史
や

地
形
景
観
を
知
る
上
で
．
地
名
は
大

き
な
手
か
か
り
を
与
え
て
く
れ
て
い

る
．
特
に
佐

野
の
よ
う
な
集
落
地
名

は
固
粁
性
か
強
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、

周
辺
の
集
落
や
人
々
に
よ
っ
て
広
く

認
知
さ
れ
た
場
合
は
、
容
易
に
変
化

し
な
い
も
の
で
あ
り
．
か
っ
て
は
一

郷
を
な
し
て

い
た
佐
野
の
場
合
で
も
、

行
政
地
名
と
し
て
は
現
存
し
な
く
と

も
、
徳
江
地
内
の
集
落
地
名
と
し
て

根
強
く
生
き
続
け
て
い
る
．

教
職
員
の
人

事
異
動

四

月

一

日

付
（
　

）
内

は

旧

任

退
　
職

▽
大
和
金
三
郎
（
森
江
野
小
校
長
）

▽
安
斉
光
雄
（
藤
田
小
教
頭
）

▽
畑
徳
祐
（
藤
田
小
）

▽
福
原
芳
子
（
藤
田
小
）

転

出

▽
福
島
市
立
下
川
崎
小
校
艮
（
小
坂

小
校
長
）
湯
浅
伊
佐
夬
　
▽
保
原
町

立
松
陽
中
校
畏
（
大
木
戸
小
校
長
）

佐
久
間
家
平
　
▽
福
島
市
立
北
信
中

教
頭
（
県
北
中
教
頭
）
遠
藤
幸
吉

▽
桑
折
町
立
醸
芳
中
（
県
北
中
）
熊

坂
喜
久
次
　
▽
福
島
市
立
福
鳥
四
中

（
県
北
中
）
高
橋
千
鶴
子
　
▽
郡
山

市
立
梅
山
神
小
（
県
北
中
）
千
葉
桂

子
　
▽
保
原
町
立
柱
沢
小
（
県
北
中
）

高
野
利
男
　
▽
霊
山
町
立
石
田
小

（
藤
田
小
）
小
磯
春
美
　
▽
霊
山
町

立
大
石
小
（
小
坂
小
）
星
徳
弘

▽
梁
川
町
立
梁
川
小
（
森
江
野
小
）

田
辺
節
子
　
▽
桑
折
町
立
伊
達
崎
小

（
大
木
戸
小
）
菅
野
息
子
　
▽
梁
川

町
立
五
十
沢
小
｛
大
木
戸
小
｝
渡
辺

修
子
　
▽
梁
川
町
立
粟
野
小
（
大
木

戸
小
）
佐
藤
早
苗

転

補

▽
藤

朗
小
（
大
木
戸
小
）
北
島
誠
倖

転
入
及
び
新
採
用

▽
小
坂
小
校
長
（
猪
苗
代
町
立
吾
妻

二
小
校
畏
》
安
藤
義
吉
　
▽
大
木
戸

小
校
長
（
岩
代
町
立
斬
殿
小
校
長
）

笊
岬
男
　
▽
森
江
野
小
校
長
（
川
俣

町
立
川
俣
南
小
校
長
）
大
竹
英
智

▽
県
北
中
教
頭
（
保
原
町
立
松
陽
中
）

佐
々
木
理
　
▽
藤
田
小
教
頭
（
福
鳥

市
立
梨
平
小
数
頭
）
引
地
正
光

▽
小
坂
小
（
飯
舘
村
立
草
野
小
）
五

十
嵐
清
夫
　
▽
藤
田
小
（
桑
折
町
立

伊
達
崎
小
）
佐
藤
富
子
　
▽
膝
田
小

（
言
山
町
立
石
田
小
）
渡
辺
邦
喜

▽
森
江
野
小
（
梁
川
町
立
五
十
沢
小
）

伊
勢
美
枝
子
　
▽
大
木
戸
小
（
梁
川

町
立
五
十
沢
小
）
朽
木
文
雄
　
▽
大

木
戸
小
（
梁
川
町
立
梁
川
小
）
安
藤

ま
ゆ
み
　
▽
大
木
戸
小
（
桑
折
町
立

半
田
醸
芳
小
ｙ

国
井
千
代
子
　
▽
大

木
戸
小
（
新
採
用
）
仲
野
聡
美

▽
県
北
中
（
い
わ
き
市
立
小
名
浜
二

中
）
蓬
田
ひ
ろ
子
　
▽
県
北
中
（
長

沼
町
立
艮
沼
小
）
坂
田
篤
彦
　
▽
県

北
中
（
西
会
津
町
立
西
会
津
中
）
丹

治
賢
一
　
▽
県
北
中
（
新
採
用
）
野

中
ゆ
み
　
▽
県
北
中
（
新
採
用
）
紺

野
よ
し
え
　
▽
県
北
中
（
岩
代
町
立

小
浜
小
）
穴
沢
明
子



町
職
員
の
人
事
異
動

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

鴨田栄一さん

高橋フミさん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

羽槓洋－くん佐藤光男くん

佐久間茂くん鈴木哲也くん

町
職
貝
の
人
参
異
動
か
四
月
一
日

付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

退
　
繼
　
　

こ

内
は
旧
任

▽
鴨
田
栄

】
（
総
務
課
）

▽
商
橘
フ
ミ
（
藤
川
幼
稚
園
）

新
採
用
　
　

（

）
内
は
新
伍

▽
羽
根
洋

】
（
産
業
課
産
業
係
）

▽
佐
藤
光
男
（
住
民
諜
福
祉
係
）

▽
佐
久
間
茂
（
税
務
踝
賦
課
係
）

▽
鈴
木
哲
也
（
総
杤
課
生
活
環
境
係
）

具
　
助
　
　
（

）
内
は
旧
任

▽
瞳
設
課
建
般
係
（
産
楽
踝
産
業
係
）

佐
久
間
正
　
▽
企
両
課
岡
ｈ

調
介
係

｛
趣
設
課
瞥
理
係
｝
膏
野
信
朗

▽
建
設
課
管
理
係
（
絶
務
課
生
活
環

境
係
〉
忙
藤
弘
利
　
▽
産
業
課
産
業

係
（
住
民
課
年
金
係
）
引
地
由
則

▽
企
両
課
川
土
調
査
係
（
税
務
課
賦

課
係
）
蓬
田
英
右
　
▽
住
民
課
年
企

係
（
同
福
祉
係
）
引
地
輿
　
▽
水
道

課
業
務
係
《
小
坂
小
）
中
山
ミ
エ
子

▽
小
坂
小
（
県
北
中
）
松
浦
利
枝

菊
地
喜
平
さ
ん

国
政
モ
ニ
タ
ー
に

菊地喜平 さん

昭
和
ハ
ト
二
年
度
の
国
政
モ
ニ
タ

ー
に
菊
地
喜
平
さ
ん
（
第
卜
、
五
卜

じ
歳
）
か
依
頼
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
制
度
は
、
広
く
一
般
国
民
か

ら
意
見
や
要
望
な
ど
を
お
聴
き
し
。

岡
政
の
う
え
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
行
政
施
策
の
よ
り
よ

い
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
昭
和
三

卜
七
年
六
月
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で

す
。菊

地
さ
ん
は
、
四
月
か
ら
の
向
こ

う
一
年
間
、
当
面
す
る
政
府
の
重
要

施
策
な
ど
に
つ

い
て
、
意
見
や
嬰
望
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
答
え
、

国
民
代
表
の
一
人
と
し
て
活
躍
さ
れ

ま
す
。

小
坂
郵
便
局
が

簡
易
郵
便
局
に

～
業
務
は
今
ま
で
通
り
～

佐藤利夫さん

小
坂
に
あ
る
岩
代
小
坂
郵
便
局
が

四
月

。
口
か
ら
郵
便
局
種
別
改
定
に

よ
り
、
簡
易
郵
便
局
と
な
り
ま
し
た
。

簡
易
保
険
に
つ
い
て
は
、
藤
田
郵

便
肘
で
取
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
す
か
、

手
紙
、
小
包
、
貯
金
の
出
し
入
れ
な

ど
は
、
従
来
ど
お
り
簡
易
郵
便
局
で

扱

い
ま
す
．

廠
員
は
．
佐
藤
利
夫
局
長
外
一
名

で
す
．
地
区
の
皆
さ
ん
、
今
ま
で
ど

お
り
の
ご
利
川
を
お
願

い
い
た
し
ま

す
．な

お
電
話
は
八
五
一

五
九
二
七
に

変
更
と
な
り
ま
す
．、



媒
妁
人
に
感
謝
状

～
農
業
後
継
者
対
策
協
議
会
～

三

刈
ニ

ト
七
日
、

町
公
民

館
で

、

農
業

後
継
者

の
媒
妁

人
を

務
め
ら

れ

た
人

へ
の
、

感
謝
状

贈
呈
式

が
行
わ

れ
ま
し

た

。

こ

の
卩
感
謝

状
を
受

け
た

の
は
、

国
見
町

の
農
業

後
継
者

の
媒
妁

人
と

し
て
尽

力
さ

れ
た
、
町
内

、
町

外
の

媒
妁
人

十
五
人

で
、
そ

れ
ぞ
れ

か
、

町
の
花
嫁

不
足

解
消

に
功

紺
の

あ
｛

た
方
々
で

す

。

町
興
業

委
員
会

で
は
、

農
楽

後
継

者

対
策
協

議
会

（
引
地
孝
会

長
）

を

組
織

し
、
積

極
的

に
農
家

の
嫁
不

足

の
解

消

に
あ
た
・

て
き
ま

し
た

。

表
彰
式

の
あ

と
、
懇
談
会

か
行

わ

れ

、
よ

い
後
継
青

、
配
偶
者

を
確

保

し
よ

う
と

話
し
合

い
ま
し

た

。
そ

の

中
で

、

い
っ
も
聞

か
さ
れ

る
註
葉

。

’嫁

さ
ん

を
世
話

し
て
く

だ
さ

い
。」

ま

た
、
年

ご
ろ

の
娘
さ
ん

の
家

庭
で

は
、

『
娘
は

農
案
で

な
く
、

勤

め
人

に
で
む

嫁

が
せ
た

い
、
農
家

は
大
変

で
す

か
ら
ね
Ｊ

な

ど
に
っ

い
て
、
皆

さ
ん
か

ら
意

見
を
向

い
ま
し

た
『

出
席
者

の
方

か
ら

は
、

一
子

供
の

幸
せ
を
願

う

親
心

と
し
て
理
解

で
き

る
も
の

の
、

農
案
の

後
継
者

に
配
偶

者

を
迎

え
て

早
く
安

心
し
た

い
、
と

い
う
立

場
は

、
ど
こ

の
良
家
の

親
む

闘
じ
心
境
で
あ
る
」
『
自
分
の
娘
を

農
家
に
糘
か
せ
、
息
7
.へ
の
嫁
さ
ん

も
世
話
し
て
瑣
く
と
い
う
考
え
で
、

地
城
の
協
力
を
図
っ
て
こ
そ
配
偶
者

は
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
』
「
町

綱
談
員
が
、
真
剣
に
取
り
組
み
推
進

し
て
も
、
親
と
そ
の
家
族
の
話
し
合

い
か
十
分
に
な
さ
れ
な
く
て
は
、
配

叫
者
破
傑
は
人
変
騅
し
い
」
な
ど
の

活
発
な
意
見
か
出
さ
れ
ま
し

た
。

今
後
ら
、
相
談
ｎ

の
活
動
と
、
一

組
で
も
多

い
後
継
者
確
保
、
力

。
ブ

ル
の
誕
生
を
願
い
。
地
城
の
方
々
の

積
極
的
な
協
力
を
お
願
い
し
、
町
農

業
後
継
者
媒
妁
人
へ
の
感
謝
状
贈
叭

式
を
閉
じ
ま
し
た
、

ム引地会長から媒妁人の手に感謝状が

古潟真奈美さん古漓 孝くん

姉
弟
が
そ
ろ
っ
て

入
　

選

～
全
日

本
こ
ど
も
美
術
展
～

三

月
一
．
ト

ー
日

か
ら
大

阪
、

京
都
．

神

戸
の
各
亟

を
会

場
と

し
て
行

わ
れ

た

全
日
本

こ
ど
し

笑
術

展
に
川

品
し

た
占

溝
孝
く

ん

（
小
坂
小

三
年

）

が

【
推

賞
】

に
、
ま

た
、
姉

の
真

余
芙

さ

ん
か

［
特
賞
］

に
そ

れ
ぞ

れ
入
選

し
ま

し

た
、．

二
人
は

、
昨
年

の
二
本

松
縫

灯
祭

り

を
題
材

と
し

た
「
提

灯
祭

り
」
を

出

品
し
、

今
回

の
受
賞

と
な
『

た
も

の
で

す

．

こ
の

美
術
展

に
は
、

全
国

か
ら
六

千

し
酉
点

の
応
募

か
あ

り
．

二
人
の

ほ

か
に

、

一
ピ
ア

ノ

‘
の
佐
藤

稚
子

ち
ゃ

ん
｛
森

江
野
小
四

年

｝
が

〔
特

賞
〕

に
、

ま
た
、

〔
人
選
‘

に
遠

藤

恵
子

ち
ゃ
ん

（
藤
田

小
一
年

）、
佐

藤

光
克

く
ん

（
森
江
野
小

一
年
）、
八

鳥

隆
記

く
ん

（
藤
田
小
三

年
）、
還
藤

祥

史
く

ん
（
藤
田

小
四
年

）、
吉
田

久

俊

く
ん

（
藤
田

小
四
年
）、
遠
藤

崇
く

ん

（
藤
田

小
六
年

）、
古
小

高
晋
二

く

ん

（
県
北

中

一
年

）、
佐
久

間
正

敏
く

ん

（
県
北

中

一
年
气

が
そ

れ

ぞ
れ
選

ば

れ
ま

し
た
。

駐
在
所
の
人
事
異
動

佐

藤
巡

査

部
長

が

赴
　
任

惺膝巡査部長

円
月
二
日
か
ら
、
藤
田
駐
在
所
主

任
に
、
鴣
本
さ
ん
の
後
任
に
佐
藤
和

則
巡
査
郎
妊
か
赴
任
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
福
島
市
出
身
で
、

桑
折
警
察
署
警
紡
一
係
か
ら
の
転
任

で
円
十
一
歳
。
藤
田
地
区
を
担
当
し

ま
す
。
地
区
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

自然の中ではぐぐむ

人と鳥とのコミュニケーション

愛鳥週間●５月10日～16日



国
見
町
防
霜

対
策
本
部
を
設
置

町
で
は
、
果
樹
な
ど
の
農
作
物
を

遅
霧
か
』ケ
守
る
た
め
、
町
の
関
係
農

業
団
体
で
町
防
霜
対
策
本
部
（
本
部

長
、
八
島
忠
雄
国
見
町
長
職
務
代
理

者
国
見
町
助
役
）
を
、
四
月
九
日
に

設
置
し
ま
し
た
。

霜
が
降
り
る
恐
れ
が
あ
る
鳩
合
は
、

本
部
か
ら
広
報
車
、
有
線
放
送
で
広

報
い
た
し
ま
す
が
、
深
夜
に
わ
た
る

場
合
が
多
く
、
ご
迷
惑
か
と
思

い
ま

す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
陣
霜
の
時
は
重
油
な
ど
を

燃
焼
す
る
た
め
、
黒
煙
が
町
全
体
に

広
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
■

朝
の
洗
た
く
物
な
ど
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

遅
霜
の
被
客
を
最
少
限
に
す
る
た

め
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
暇

い
い
た
し
ま
す
。

※
期
間
は
、
四
月
九
日
か
ら
五
月
一
二

十
一
日

ま
で
で
す
。

防霜対策本部班編成 ○は班長

鏘 Fを　　 攵
醤 鉢･ 耳

腓 Fl　　 攵
- ●ｔ疊 曩

１
○佐藤 政弘
佐藤　 力
松浦新一郎

ｰ 4497
85  ー4340
85  ー的 53

４
○安田 博三
佐藤 利夫
高檎 悟寿

ｰ 4

8S
－4937

85－3377

２
○渋谷 和洋

斎藤 文男
佐藤 洛康
佐藤　 武

8S
－3841

肪－4a35

77
－52Z2

8S－4208

５
○引地 由則
古内 賢蔵
宍戸　 徼

85
－4335

85 
一 4 6

85 ｰ 5783

３
○村上 健一
小池 串倉
佐藤 幀

一
小林 裕一

85  ー31 的85  ー3126
77－3280
8S－3772

６
○安藤 僧男
渋谷 筆弘
横山 貴良
羽根 洋一

8S
－3385

8S
－3826

77
－4635

8S－3707

住
民
票
、
印
か
ん
証
明
書

な
ど
の
手
数
料
の

改
正
に
つ
い
て

四
月
一
口
か
ら
、
住
民
票
、
印
か

ん
証
明
書
な
ど
の
手
数
料
か
左
記
の

と
お
り
改
正
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

記

現
行
額
　
改
正
額

★
住

民
票
の

写
Ｌ

（
除

粟
も
含

む
）

１件

150円

Ｉ件200
円

崋
楸
帶
令
帥

の
写
し
の
Ｓ
α

、
友
枚
・
・
で
｛

抃

と

し

、
Ｋ
枚

哨
す
ご
と

に

．
叶
膺

と
ひ

る
・

★
印
か
ん
証
明
書

１件150
円

ｌ 件200

 円

★
印

か
ん
登
録

証
の

交
付
（
新
規

登
録
）

１
件
ｎ円

ｌ件200
円

★
戸
籍
附
粟
の
写
Ｌ

★
身
分
証
明
書

★
公
図
、
公
簿

の
閲
覧

★
徴
税
証
明
書

納
咬

証
明
卉

所
得
証

川
芻

な
ど

竇
・
献
証

明
鼻

１件

150円
↓
ｌ件200

円

１件　１件　１件150
円150 円150 円

↓　　↓　　 ↓

Ｉ件　１件　１件200
円2(X)円 助 円

青

年
海

外

協
力

隊

隊
員

を

募
集

協
力
隊
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・

中
近
東
・
中
南
米
・
南
太
平
洋
の
閧

范
途
上
に
あ
る
国
々
に
対
し
て
、
経

済
・
杜
会
の
発
艇
の
た
め
に
技
術
・

技
能
を
身
に
っ
け
た
、
心
身
と
も
に

健
全
な
日
本
の
青
年
を
派
遣
し
て
、

各
国
の
国
づ
く
り
に
協
力
し
て

い
ま

す
。協

力
隊
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度

眷
の
隊
八
を
、
次
の
と
お
り
募
集
い

た
し
ま
す
。

◇
資
　
格

満
二
十
歳
以
上
、
原
則
と
し
て
三

十
五
歳
ま
で
の
日
本
岡
籍
を
持
つ

胄
年
男
女
．

◇
願
書
締
め
切
り

昭
和
六
十
二
年
五
月
三
十
一
日

当
日
消
印
有
効
。

◇
選
考
賦
験

第
一
次
選
考
（
筆
記
献
験
：
作
文
・

英
語
・
技
術
）

昭
和
六
十
二
年
六
月
二
十
一
日
圓

各
都
道
府
県
で
実
施

第
二
次
選
考
（
面
接
：
個
人
・
技

術
・
健
康
診
断
畜
に
も
と
づ
く
問

診
な
ど
）

◇

派
遣
期
間

二
年
間

◇
応
募
方
法

協
力
隊
所
定
の
願
書
を
、
期
日
ま

で
に
事
務
局
へ
提
出
く
だ
さ
い
・

募
集
説
明
会
は
、
五
月
十
一
日
㈲

夕
方
六
時
か
ら
八
時
ま
で
、
福
鳥
市

の
全
通
会
館
（
雷
ニ

ー

三

二

二

）

で
行
わ
れ
ま
す
。

※
な
お
。
詳
し
く
は
青
年
海
外
協
力

隊
事
務
肘
（
壼
○
三
－

四
〇
〇
一

七
二
六

こ

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

福
島
県
立

医
科
大
学
附
属
病
院

移
転
の
お
知
ら
せ

医
科
大
学
附
属
病
院
は
．
本
年
五

月
末
に
福
鳥
市
の
蓬
莱
団
地
の
南
側

に
移
転
し
ま
す
．

移
転
期
間
中
〔
五
月
二
十
五
日
圓

ｙ

二
十
日
出
〕
は
外
来
診
療
が
休
診

と
な
り
ま
す
．

ご
迷
感
を
お
か
け
し
ま
す
が
．

ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

一
、
外
来
休
診
期
間

五
月
二
十
五
日
㈲
～
三
十
日
出

二
、
現
病
院
で
の
外
来
診
療

五

月
二
十
一
二
日
田

で

終
了
し

ま
す

。

三
、
新
病
院
で
の
外
来
診
療

六
月
一
日
卯
か
ら
開
始
し
ま
す
。

四
。
移
転
先

福
鳥
市
光
が
丘
一
番
地
｛
旧
柵
鳥

市
松
川
町
浅
川
地
内
｝

魯
四
八
一

二
一
一
一

（
五
月

二
十
八

日

か
ら

）

そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
か
あ
り
ま

し
た
ら
、
福
島
県
立
医
科
大
学
絶
務

課
（
Ｓ
二
一
－

匸
ニ

ー
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
額
が

変

わ

り

ま

し

た

―
四
月
か
ら
七
千
四
百
円
に
―

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
月
額
七
千
四
百
円
に
な
り
ま
し
た
。

（
付
加
保
険
料
は
今
ま
で
と
同
じ
四

百
円
）

平
均
寿
命
が
伸
び
る
と
と
も
に
年

金
の
受
給
者
が
増
え
、
ま
た
、
物
価

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
年
金
額
の
引
き
上

げ
で
。
支
払
い
に
要
す
る
費
用
は
年

々
増
加
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
を
将
来
と
も
安
定

し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
保
険

料
の
額
も
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
額
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
お
年
寄
り
に

な
っ
た
と
き
も
、
安
心
し
て
生
活
を

お
く
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
保
険

料
の
引
き
上
げ
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。



「

若

人

の

翼

」

団
員
を
募
集

一
、
募
集
人
員

○
欧
州
派
遣
（
Ｉ
コ
ー
ス
）

班
長
三
名

団
員
十
五
名

○
欧
州
派
遣
（
ｎ
ｕ
コ
ー
ス
）

班
畏
三
名

団
員
十
玉
名

○
南
米
派
遣

班
長
二
名

団
員
十
一
名

○
中
国
派
遣

班
長
三
名

団
員
十
五
名

○
韓
国
・
東
南
ア
ジ
ア
派
遣

班
長
三
名

団
員
十
五
名

二
、
応
募
資
格

県
内
に
居
住
し
て
い
る
鵆
年
で
、

次
の
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
す
者
。

(
一
)
生
年
月
日

○
欧
州
．
巾
1
1．
韓
国
・
東
附
ア

ジ
ア
派
遣

班
　
長

昭

和
二

十
六
年
四

月
二

日

か

ら
一
．一
十
二
年
四

月

一
日

ま

で
に
生

ま
れ

た
者

団

員
昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日

か
ら
四
十
二
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
青

○
南
米
派
遣

班
　
長

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日

か
ら
三
十
二
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
青

川

貝
昭
和
二
十
九
年
川
月
二
日

か
ら
円
十
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者

(
二
)
杜
会
参
加
活
動

班
畏
に
つ
い
て
は
、
青
少
年
活

動
に
か
か
る
優
れ
た
青
年
桁
導

筰
で
、
海
外
研
修
後
も
活
発
な

宵
少
年
活
動
か
期
待
で
き
る
者
．

団
八
に
つ
い
て
は
、
青
少
年
団

体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
加
入
し
．

現
に
活
助
し
て
い
る
優
れ
た
竹

年
ま
た
は
冴
少
年
活
動
に
関
心

を
仔
す
る
優
れ
た
胄
年
で
海
外

研
修
後
に
活
ｌ
な
け
少
年
活
動

を
行
う
こ
と
か
で
き
る
者
．

三
、
応
募
方
法

『
若
人
の
冀
』
申
込
μ

な
ど
の

Ｉ

書
類
を
そ
ろ
え
、
五
月
十
一
日

ま
で
に
町
教
育
委
髄
会
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
．

※
な
お
、
く
わ
し
く
は
町
教
育
委
員

会
（
韲
八
ｌ
ｌ
二
一
一
一
）
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

町
輿
民
税
の
所
耨
の
申
告
は

お
す
み
で
し
ょ
う
か
．

◆
　
“

、
町
鳳
民
艇
の
所
辯
の
中
砥
‥
を

行
り
て
い
な
い
力
は
、
今
す
ぐ
巾
告
さ

れ
ま
す
よ
う
、
お
噸
い
し
ま
す
．

｛
暁
芦
輿
か
ら
の
ね
黯
ら
せ
｝

国
民
年
金
保
険
料

申
請

免
除

に

つ
い
て

保
険
科
を
納
め
た
く
て
も
家
計
が

苦
し
く
て
納
め
ら
れ
な
い
と
か
、
失

業
や
災
害
な
ど
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
そ
の
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
納

め
ら
れ
な
い
方
は
そ
の
事
情
（
前
年

度
の
所
得
、
医
療
費
な
ど
）
を
記
入

し
た
巾
請
書
を
提
出
し
。
知
事
の
承

認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
中
請
用
紙
は
役
鳩
に
そ
な

え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
印
か
ん
、
そ

の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
書
類
を
持
参

の
上
。
住
民
課
年
金
係
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

今

月

の

納

税

令
四
Ｈ
は
新
年
度
、
瞞
定
資
産
侵
・
囚

民
健
喙
保
険
視
（
第
一
期
）
の
納
税
の

月
で
す
。
納
朋
内
（
円
八
１
　
十

）
ま

で
納
人
し
、
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
し

戸籍の窓口
（３ 月受付分）

出生おめでとうございます

子 の 名 保 護 者　 郎 落

望( の ぞ み〉高檎 昭一 耕　 谷

政 之(まさゆき〉菊地 利夫　第 十 一

祐 介(ゆうすけ)八巻　秋夫　林　 谷

愛 実(い つ み)谷津 光昭 上　 野

祐 紀(ゆ う き)片平 節男 内 谷 西

透( と お る)黒田　 明 第 十 二

結婚おめでとうございます

氏　　 名　　　　　 部 落

大 沼 隆 雄　　　　 耕　 谷

國 島 美紀子　　　　 福 鳥 市

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 部 落

三 木 武 雄　　78　　 山 崎 舘

木　村　キクノ　　69　　 川　 内

関 恨 ハッイ　　72　　 山　 眼

佐 藤　ウ　メ　　73　　 第　 一

菅 野 Ｍ 次　　73　　 内 谷 束

原　Ⅲ　　 實　　67　　 小　 坂

阿 部 ユ キ　　79　　 徳 江 北

渡 邊 フ　ク　　78　　 泉 田 中

村 上 ヂ ン　　92　　 大 木 戸

鈴　木　榊一郎　　75　　 川　 内

後 藤 芳　男　　70　　 裙　 八

本 田 末 泊　　75　　 大 町 南

人 口 と 世 帯
４月１日現在(前月比)３月中のうごき

人
　
　

口

･劣5.791 人 （ － ５）

･女6.  刄人(  +  3  )

･計12  ﾊ  ゙( 沿人 （ － ２ ）

世耕数2  ､ 2戸（＋４）

転　入59 人

転 拍56 人

出　生　7人

死 亡　12人

心配ごと相談日
場 所 ： 役 鳩二 階 相 談 室（ 亶●人口4,らお入り下さい）

時 間 ： ９畔 ～1211

こ まったことや、相談ごと がありましたら、

お憮缸にご粕詰下 声い。 秘密は旅封に穽り金ｔ。

(相談員)

４月25 日 (土）斎藤 光夫・簗瀬 貞子

５月６貝（水）菅野　賛郎・高野 時子

５月 日 (金）樋口　清三・高橘 恵子

４月　卯月（うづき）

18 日 (土）発明の日

? 0 日 ( 月 ) 穀　 雨

連借紀念日

郵便週間

29卩丿 水廴豕皇誕生日．

５月　 卑 月（ さつき ）

１日 （金 ） メーデ ー　・

3 日 ( 日 ) 憲 法記念 日

５ｎ （火）こ ど もの 日

10 曰 く日）毋 の日二

愛 馬 週 同



公
民
館
だ
よ
り

国見町 公民館

8 5 ｰ 2 6 7 6

（有）４156

新
年
度
に
む
け
て

生
涯
学
習
の
体
制
づ
く
り
、
町
民

寒
章
の
具
現
化
、
世
代
聞
の
交
流
を

図
り
な
が
ら
、
心
の
通
い
合
う
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
活
動
の
推
進
に
努
力
を
い
た
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
各
学
級
、
講
座
の
学

習
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
少
年
教
室
、
高
年
令
古
の
教

室
、
及
び
講
座
に
つ
い
て
は
特
に
力

を
入
れ
て
、
活
動
を
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

公
民
館
の
新
年
度
事
業
も
聞
始
し

ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
桁
導
、
ご
助
ｊ
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
む
願
い
し
ま
す
。

◇

課
　

題

一
、
国
兄
町
の
公
民
館
活
動
は
、
町

民
の
鑒
求
課
題
に
は
あ
る
程
度
答

え
て
い
ま
す
が
、
必
要
課
題
で
あ

る
幸
級
に
よ
っ
て
は
、
希
望
者
が

少
な
く
開
講
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

今
後
ｔ
よ
夫
を

い
た

し
ま
し

て
、

こ

れ
ら

に
つ

い
て
は

、
聞
講
で

き

る
よ
う
努

力
を

し
て
参

り
た

い
と

思

い
ま
す

．

．
．、
地

域

に
お
け

る
「
生
涯

学
習
指

導
古

」

が
不
足
し

て

い
ま
す
．

身
近

な
と
こ

ろ
で
、
身

近
な
人

が
毟
ま
り

、
身
近

な
人

に
Ｆ

ほ
ど

き
を
し
て

い
た

だ
き
、
町
民

．
人

ひ

と
り

が
、
趣
味

、
特
技

を
伸
ば

し

て
、
豪

し

い
生

き
が

い
の
あ
る

暮

ら
し

が
で
き

る
よ
う

に
、

身
近

な
術
ｌ

者

の
確
保
、

育
成

に
、
努

め
て
参

り

た・
い
と
思

い
ま
ず
．

．．．、
特

に
高
齢

化
社
会

に
対
応

す
る

条
件

曁
備

に
努
力
を

し
た

い
．

◇
予
　
算

今
年
度
も
昨
年
同
様
地
方
財
政
を

取
り
ま
く
状
況
は
厳
し
く
、
一
層
の

改
革
を
せ
ま
ら
れ
る
中
に
あ
っ
て
、

公
民
館
の
通
常
経
費
｛
人
件
費
は
別
｝

は
前
年
度
同
様
約
一
二
千
五
百
万
円
、

嘔
裏
吸
と
し
て
町
営
グ
ラ
ン
ド
の
整

嵶
に
１
１
七
町
万
円
が
確
保
さ
れ
ま

し
た
。

◇

事
　

業

生
涯
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
人
生
を

送
る
こ
と
は
、
町
民
だ
れ
も
の
輯
い

で
あ
り
ま
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
各
年
令
閣

に
必
要
な
学
習
が
な
さ
れ
、
趣
味
を

伸
ば
し
、
教
簀
を
高
め
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
学
習
要
求
と
、
町
民
に
対

す
る
学
習
課
題
を
総
合
的
に
と
ら
え
、

生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
た
め
の
方

策
と
し
て
の
、
今
年
度
事
裏
計
画
を

作
成
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

で
す
。

委
員
会
開
催
さ
れ
る

一
二
月
二
十
五
日
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
、
公
民
館
で
町
社
会
教
育
関
係

者
委
員
の
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
合
同
会
議
は
、
社
会
教
育
委

員
、
文
化
財
保
護
審
議
委
員
、
公
民

館
運
営
審
議
会
委
口
に
よ
り
開
か
れ

ま
し
た
。

最
初
に
各
委
員
会
毎
に
分
科
会
が

行
わ
れ
、
委
嘱
期
間
中
の
反
省
を
い

た
し
ま
し
た
。

続
い
て
各
蚤
員
会
よ
り
、
要
望
、

意
兄
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
佐
藤
歓
宵
委
員
長
か
ら
、

社
会
教
育
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
各
委

貝
の
方
々
に
感
謝
の
意
と
、
本
日
の

合
同
会
議
が
注
み
よ
い
町
づ
く
り
の

一
助
と
し
た
い
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

終
了

い
た
し
ま
し
た
。

・ 阿淳賈志学巖「爵祝い」風景

▲高齢奮と婦人の運勣会風景

Ａ乳幼児学盛牟瞽風景

▲毋と子の公民館活動風景

▲活発な廠見が出た委爨会



昭和62年度　公民館主要事業一覧

領域 �事　　 業　　 名 �開　設 の　目　的（ ねらい） �対　 匁　 者�人数�期　 間 �回　 敷 �曜 �時 間

会

議 �

公民 館 運営 審議会 �

館長の肺門に応じ、公民館にお

ける各極事業の企画実施につき

調査審議する �

公民館運営審

議会委員 �20 �
随　 時 �年３回 �不定 �不　定

�体育指導委'員会議 �
社会体育、スポーツの振興を図

るため指卵助言を行う �
体育指導委員 �15 �随　 時 �不　 定

青

少

年

教

育 �

少年仲問づくり教室 �

小学校の中・高学年を対象とし

て、協力活動によって豊かな心

と奉仕の棚神を贅うと共に郷土

を理解させ、こども会などのり
－ ダーを青成する �

小幸生

４年～６年生 �50 �
６～２月 �年13回 �

日曜

及び

休日

�母と子の公民館活動�

子どもの情操をより豊かにし、

明るくすこやかに成長するよう
毋と子が--諸にな９で読jl、創

作活動を行う �1ﾐ

として小学

１年～３￥生

の児童とその

ほ親 �

参
加
舂
全
Ｕ �4

～3 11 �
１ヶ所　

喞2 回 �
不定

�怦　年　学　級 �

新しい仲間をつくるとともに,!f

年としてのrl覚を深め、自己の

能力、ェ 扣k ギーを社会のため

に役立てる �

町内に居住及

び町内に動務

する18歳以ｈ

の木幡のi¥年75

な �40 �

４～３川 �

毎辿１川66

川　そ

の他自ｔ

活血凵 ス

ポーツ） �

木曜 �19:30　　S21:30

家
鳫

教
青 �

乳 幼　児 学 級 �

孔幼 児をもつ家庭の機能と役割、

内容について理解すると共に親

としての教蹙を高めながら、f･

どもの健全な成長を促がｔ ため

の学習をする �

孔幼児をもっ

ほ親または祖

母など �25 �5

 ｰ  月 �　10

川{20

時間1 �
水曜 �13:30　S15: 30

婦

Å、

教

育 �

中 央 婦 人 学 級 �

急激な社会の進展に伴い 扣夲的

幸習をとおしで仲問づくりを体

鵯し連帯惑を高め家庭生活の中

心的役割を拠い住みよい豊かな

地域社会づくりに貢献する �

町内に居住す

る婦人 �40 �

５～２月 �　15
回(38

時間) �

水曜 �9:30　S11 :

30

成
人

教
膏 �

成　 人　 学　 級 �

現代社会に対応できる知識や教

養を主体的に習得し．明るく豊

かな生活をめざし、生きがいの
ある町づくりへの資とする �

町内に居住す

る壮年男女 �40 �
５～２月 �　12

回(36

時間) �
水曜 �13:30　　S15:

30

高伽

者
教
育 �

阿 津 賀 志 学 級 �

現代の多様化する社会を理解し

心身の健摩を保 ち教養を深め趣

味を豊かにし生きがいを商める �

町内に居住す

る60歳以h の

男女

�

１
貪

�
４～２月 �20 回 �金破 �9:30　　S11:30

全

人

教

育 �

読　 書　 活　 勤

(移動巡回文庫) �

町民に読書の機会を提供し良 書

の普及と読書を通じて豊かな教

養と知織を雙い、健康で明るい

豊かな生活、明るい家庭、町づ

くりを図る。読書の習慣．日常
生活化を図る �

全　 町　 民 ��４～３月 �年４回 �不定 �不 定

�町　民　学　校　

(碓　 続　 的) �

専門的、趣味の教室などを開設

し町民の教養．趣味を高め生き

がいの糧とする �

一一般町民　

(成人者) ��
６～３月 �

年４～６
科目

ｌ 科目
４～６回

�町　民　購　座　

(単　 発　 的) �

日常生活に係る知識、よい習慣

行事などを継承し，うるおいの

ある生活をおくるための学習を
する ���

６～３月 �

年４～６

講座（１

～２回）



栄
え
あ
る

消
防
庁
長
官
表
彰

後藤晶伸さん 佐藤忠美さん 岡崎長平 さん

こ
の
度
、
本
団
教
養
分
団
長
の
岡

崎
長
平
さ
ん
（
藤
田
宇
中
沢
）
、
第

二
分
団
長
の
佐
藤
忠
美
さ
ん
（
藤
田

字
天
王
畑
）
、
第
四
分
団
長
の
後
藤

昌
伸
さ
ん
（
川
内
宇
内
上
）
に
、
栄

え
あ
る
消
防
庁
官
表
彰
。
永
年
勤
統

功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一
二
月
二
十
八
日
、
幹
部
会
破
の
席

上
、
八
島
忠
雄
町
長
職
務
代
理
者
助

役
か
ら
、
賞
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
を
契
機
と
し
て
、
よ

り
い
っ
そ
う
町
消
防
団
発
鳳
の
た
め
。

尽
力
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

正
し
い
通
学
の
仕
方
学
ぶ

～
小

坂
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
～

小
坂
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
指
導
を
し
て
い
る
険
藤

直
一
さ
ん
（
鳥
取
字
大
門
一
七
　
三

十
八
歳
）
は
．
毎
年
、
中
学
校
に
な

る
団
員
に
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
の
指

導
を
し
て
い
ま
す
．

三
月
十
八
日
、
小
坂
小
学
校
に
集

合
し
た
団
員
十
散
人
は
、
後
藤
さ
ん

の
先
導
で
、
信
号
機
の
あ
る
場
所
で

の
自
転
車
の
横
断
の
仕
方
や
．
狭

い

道
か
ら
広
い
道
に
出
る
と
き
の
注
意

な
ど
．
各
交
差
点
で
確
認
し
な
が
ら

県
北
中
学
校
ま
で
の
往
復
を
実
地
訓

練
し
ま
し
た
．

四
月
か
ら
、
斬
中
学
生
と
な
る
団

貝
た
ち
は
、
後
藤
さ
ん
の
、
「
こ
こ

ま
で
来
る
ま
で
に
、
教
わ
っ
た
こ
と

を
き
ち
ん
と
守
れ
ば
。
交
通
事
故
に

遭
わ
ず
に
通
学
で
き
ま
す
。
」
と
の

こ
と
ぱ
に
。
然
心
に
聴
き
い
っ
て
い

ま
し
た
。

よ優麗さんの注重を熱心に聴く団驫たち

発
掘
調
査
す
す
む

壕
野
目
六
号
墳
の
発
棚
糾
査
が
、

桑
折
町
教
育
委
貝
会
の
手
に
よ
り
、

土
地
所
有
者
と
地
元
の
人
々
の
協
力

で
、
コ
ー月
十
七
口
か
ら
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
古
墳
は
、
八
幡
塚
古
墳
に
代

表
さ
れ
る
塚
野
目
古
墳
群
の
一
つ
で
。

桑
折
町
伊
達
崎
字
錦
塚
に
あ
り
、
国

見
町
と
の
境
に
接
し
て
い
ま
す
。

以
前
、
こ
の
古
墳
か
ら
は
、
金
原

銀
環
・
ガ
ラ
ス
小
玉
・
須
恵
器
な
ど

の
副
葬
品
が
出
土
し
て
お
り
、
今
か

ら
約
手
五
百
年
前
の
古
墳
時
代
後
期

の
も
の
と
さ
れ
、
今
回
の
調
査
で
。

全
畏
二
十
七
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円

墳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
ま

す
。信

遠
盆
地
最
大
と
い
わ
れ
る
こ
の

古
墳
群
に
は
、
ほ
か
に
も
数
多
く
の

古
墳
が
残
っ
て
お
り
、
県
北
地
方
の

古
墳
文
化
を
知
る
上
で
重
要
な
地
域

で
す
。

今
後
の
整
爾
、
保
存
に
、
町
民
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▲魯々と違む発欄調査

編

集
日

記

▼
日
一
日
と
暖
か
さ
か
璃
し
、
よ
う

や
く
春
本
番
と
な
り
ま
し
た
。
桜
前

線
も
北
上
を
続
け
、
本
紙
か
皆
さ
ん

の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
は
。
ち
ょ
う

ど
見
ご
ろ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し

▼
私
も
早
い
も
の
で
、
広
報
を
担
当

し
て
五
年
日
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
見
や
す
い
広

報
紙
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
早
く
ご
家

庭
へ
広
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
梼
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
。
ど
し
ど
し
お
寄
せ
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
今
月
号
か
ら
、
表
紙
に
、
会
社
の

紹
介
も
兼
ね
。
町
で
働
く
若
い
女
性

を
紹
介
し
ま
す
。
職
場
で
さ
わ
や
か

に
働
く
お
嬢
さ
ん
の
姿
を
カ
メ
ラ
ル

ポ
し
ま
す
の
で
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▼
四
月
一
日
か
ら
、
企
画
課
の
場
所

か
変
わ
り
ま
し
た
。
諜
の
人
数
か
増

え
て
、
今
ま
で
の
ス
ペ
ー
ス
で
は
狹

く
、
Ｆ
水
道
課
と
交
換
と
な
り
。
二

階
東
側
に
移
り
ま
し
た
。
今
ま
で
と

違
っ
て
と
て
も
ス
ペ
ー
ス
か
広
く
、

大
変
満
足
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
な
ら

今
ま
で
以
上
の
立
派
な
広
報
か
で
き

る
の
で
は
…
…
…
と
は
り
き
っ
て
い

ま
す
か
。
さ
て
。
そ
の
成
果
は
い
か

か
な
も
の
か
…
…
９
・
　
　
　
　

Ｓ

貸
町
・
糾
集

圃
見
町
企
画
課

福
鳥
県
伊
達
郡
国
兄
町
大
字
藤
田
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

ｓ
九
六
九
一

一
七
　

ａ
（
○
二
四
五
）
八
五
一
一
二

一
一
｛
代
表
｝
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